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１．はじめに 

（１）研究背景 

1974年に、ICOMは「博物館とは、社会とその発展

に貢献するため、有形、無形の人類の遺産とその環

境を、教育や研究、楽しみを目的として収集、保存、

調査研究、普及（communicates）、展示する公衆に開

かれた非営利の常設機関である」と定義した。2007

年まで４回にわたり「博物館」について再定義され

たが、「communicates 」の定義は変わっていない。 

2012年の中国国家文物局による「博物館事業中長

期発展計画綱要(2011-2020)の通知」には、「博物館

による文化伝達は情報、インターネット、マルチメ

ディア、ニューメディアなどの手段を利用し、デジ

タルミュージアム、遠隔教育と文化情報資源共有プ

ロジェクトを通して、研究成果を民衆に広く伝える

べきである」とされている。    

「中国インターネット発展状況統計報告（20**）」

では、2020年 3月まで、インターネットを利用する

中国の人数は9.04億になり、インターネットの普及

率は64.5％に至り、スマートフォンでインターネッ

トを利用する人数は8.97億で、99.3％を占めるに至

っており、博物館においてもインターネットを利用

した情報提供の重要性はますます高まっている。 

（２）研究目的 

日本と中国の博物館におけるインターネットを利

用した情報伝達の手段を整理し、特に利用率の高い

ホームページと SNS の情報提供のあり方について、

日本と中国における特徴と相違点を明らかにする。 

博物館のインターネット情報伝達の利用現状を分

析し、日中双方が参考とすべき点を明らかにする。 

（３）研究対象 

中国：国家級重点博物館 9 館を対象とする。中国の

財務省と国家文物局により認定され、中央と省級政

府によって設置された各地の重要な博物館である。 

日本：独立行政法人国立文化財機構における国立博

物館 4館と民間運営の美術館 1館を対象とする。国

立文化財機構は文化財の保存と活用を目的として、

日本の文化財保護行政の基盤を支える中核的な役割

を担っている。民間の美術館である森美術館は森ビ

ル株式会社によって運営され、2015年からSNSを戦

略的に利用している。 

 
２．博物館の伝達モデルとその変遷 

博物館の情報伝達モデルはコミュニケーション学

や情報学のコミュニケーションモデルから発展して

きた。コミュニケーションの仕組みを理解するのに

役立つプロセスの体系的な表現である。 

 西欧では、1940年代から博物館の伝達モデルに関

して研究が開始されている。当初は一方通行の情報

提供であったものから、双方向性の循環型へと移行

し、受け手の発信も重視されるように変化してきた。 

1990年代からは、デジタルミュージアムが発展し、

Web2.0時代のソーシャルネットワーキングの利用活

性により、技術上的に博物館のインターネット情報

伝達はより多くの可能性を生じた。 

 

3．博物館が提供するホームページの構成と内容分析  

（１）項目の分析と比較 

日中の博物館のホームページで提供されている項

目の相違は、特に「展覧」、「教育」、「催し物」と「文

創」四つの項目に認められる。 

表 1 日中博物館のホームページにおける項目の違い 
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「教育」と「催し物」に関する情報提供は混在す

る場合が多いので、まとめて分析した。 

「展覧」については、中国の河南博物院のホーム

ページにアクセスできない他、中国の 8 館ではバー

チャルミュージアムが開設されているのが特徴であ

る。これによって過去の展覧もバーチャルで鑑賞す

ることが可能である。日本の対象 4 館では東京国立

博物館のみが常設展をバーチャル化しているが、ほ

か３館はバーチャルミュージアムを持たない。 

「教育」と「催し物」に関しては、現場での教育

内容は類似するが、設定されている対象者は大きく

異なる。中国は児童を対象とするものが多いのに対

して、日本は高齢者を除く各年齢層を対等に配慮し、

また障害者への配慮もまた重要視されている。オン

ライン教育資源に関しては、ほぼ類似した内容であ

り、ネットで閲覧可能なダウンロードできる刊行物

を主とする。中国の場合は動画による講座もある。 

「文創」は中国の博物館における独特な項目であ

る。中国では、文創はグッズや記念品だけでなく、

日常の服、化粧品、テレビ番組、映画、アプリ、パ

ソコンの壁紙など博物館の要素による多様な文化創

造品を含む。中国の 8館のうち 5館は文創の項目や

関連内容がある。日本の対象 4 館はショップ関係の

情報提供にとどまっている。 

（２）提供している言語の分析と比較 

日中のホームページに提供している言語を整理す

ると、日本の 4館はいずれも 4種類以上の言語を提

供している。中国の 8館のうち 7館は中国語と英語

しか提供していない。中国のホームページは海外へ

の配慮が日本より低い。 

表２ 日中対象博物館のホームページで提供する言語 

（３）博物館の提供するホームページの内容分析 

各博物館のホームページの内容とその割合を明ら

かにするために、各項目のページ数を統計した。 

各博物館の上位3位になる項目を整理すると、「コ

レクション」と「展覧」は日中の博物館におけるど

ちらでも上位2位になり、第3位に違いがある。 

表３ 日中対象博物館のホームページにおける項目別のページ数 

 

中国と日本の博物館はホームページいずれも最も

重視している内容はコレクションと展覧であり、加

えて中国は学術研究を重視し、日本は教育と催し物

を重視していることが確認された。 

表4 日中対象博物館のホームページでは上位三位までの項目 

 
（４）収蔵品のデジタル化の分析と比較 

中国の博物館におけるデジタル化コレクションの

割合（デジタル化コレクション/館蔵品数）と日本の

デジタル化コレクションの割合（デジタル化コレク

ション/（館蔵品数＋寄託品数））について比較した。

日本の博物館のコレクションのデジタル化は中国よ

り高いことが確認された。中国博物館の館蔵品数が

多いことがコレクションのデジタル化が低くなって

いる一つの原因だと考えられる。 

表5 中国対象9館のホームページにおける収蔵品のデジタル化 

 

 

表 6 日本対象4館のホームページにおける収蔵品のデジタル化 
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以上のように、日中の博物館のホームページを分析

し比較すると、それぞれ異なるところがあるが、内容

の提供から見ると、違いは限定的であることが確認さ

れた。博物館の情報提供はコレクション、展覧と教育

関連が主な内容とされており重視されている。しかし、

デジタル化に関して中国は臨場感の高いバーチャル

ミュージアムに力を入れている一方、日本はコレクシ

ョンのデジタル化に力を入れていることが確認され

た。インターネットによる情報伝達の一番基本的な手

段としては、日本と中国のホームページは国内では同

じような効果が得られると思うが、中国の博物館によ

る海外への情報伝達は不十分である。 

 

４．SNSの内容と利用現状の分析 

分析の対象は、博物館のホームページでURコード

やアクセスリンクされている SNS とした。SNS の投

稿を分析するために、投稿の内容を 8 種類、目的を

七種類に分類した。 

内容による分類 

１、コレクション：コレクションに関する紹介や解説。 

２、展覧：博物館により行われる展覧に関する内容。 

３、催し物：博物館館内で参加できる講座、イベント、

コースなど。 

４、文創：博物館により作られた商品、アプリ、テレビ

番組、壁紙、漫画などの文化創造品に関する情報。 

５、通知：開館時間などの来館案内に関する情報。 

６、時期関連：祝日、節気、季節、などに関連する話題。 

７、記事：ニュースや重要な事件など。 

８、その他：上述の内容に所属しないもの。 

目的による分類 

１、知識共有：コレクションに関する歴史、文化に関す

る情報。 

２、展示：高精度写真やパノラマなどの技術を利用し、

コレクションを紹介する内容。 

３、お知らせ：来館案内などの基本情報。 

４、広報：展覧や催し物について、時間や場所のお知ら

せだけでなく、豊富な言葉で紹介し、人の興味を引き起こ

し、博物館に招くための内容。また新しい文創品の紹介も

含む。 

５、インタラクティブ：質問や抽選などの内容を発信し、

SNSの利用者を積極的に参加してもらう内容。 

６、情報共有：ニュースやイベントに関する情報。 

７、その他：上述の内容に所属しないもの。 

（１）中国 

ウェイボーとウィーチャットを対象として 2019 年

10月から12月までの投稿を分析した。 

（ⅰ）ウェイボー投稿の分析 

中国のウェイボーは日本のTwitterと似たSNSであ

る。南京博物院はウェイボー公式アカウントがなく、

遼寧省博物館の投稿数は 11件のみであったことから、

分析対象から外した。 

 
図1 中国対象博物館7館のウェイボー投稿は内容による分類 

中国の7館のウェイボー投稿を分析した。内容から

見ると、3館は「展覧」が一番多く、「コレクション」

と「その他」はそれぞれ2館が一番多く占めている。

「その他」と「時期」など博物館の基本業務に関係の

少ない内容も一定的な割合を占めている。「記事」が

あるが、博物館に関する開館時間やチケット情報など

の「通知」の割合は少ない。 

 
  図２ 中国対象博物館7館のウェイボー投稿は目的による分類 

目的から見ると、「知識共有」と「広報」の割合が

高い。7館はすべて「インタラクティブ」を目的とし

たコンテンツがあるが割合が低い。 

故宮博物院を対象として、「コメント数」と「いい

ねした数」が１万を超えた投稿を整理すると、内容

は「時期」、「その他」と「文創」になっており、「コ
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レクション」や「展覧」ではない。 

（ⅱ）ウィーチャット投稿の分析 
中国のウィーチャットは日本のlineと似たコミュ

ニケーションアプリである。9館のウィーチャット投

稿の内容について分析した。 

 
図３ 中国対象博物館9館のウィーチャット投稿は内容による分類 

内容から見ると「催し物」の割合が一番多いのは 5
館ある。「展覧」の割合が一番多いのは２館ある。 

 
図4 中国対象博物館のウィーチャット投稿は目的による分類 

目的から見ると広報が一番多く占めているのは７

館で、圧倒的に多い。 

（ⅲ）ウィーチャットの提供するサービスの分析 

ウィーチャットの提供するサービスはウェイボー

ではほとんどなく、ホームページとの重複が多いが、

位置測定と音声ガイドはウィーチャットの独特なサ

ービスになっている。 

表7 中国対象博物館のSNSとホームページが提供するサービス 

（ⅳ）ウェイボーとウィーチャット投稿のスタイル

の分析 

ウェイボーの投稿は140文字の制限があるので、比

較的短い内容が一般的である。写真は9枚や9枚以下

の場合が多い。故宮博物院を対象として整理すると、

ウィーチャットのほう文字数が多く、300字ぐらいか

ら3000字までの文章や、1000字程度の文章の割合が

高い。写真も数十枚以上投稿できる。 
ウェイボーとウィーチャットの特徴と違いをまと

めると、主に投稿の内容、目的と提供方法、及び対象

者、文字数、写真数と提供するサービスに見られる。

表8 中国対象博物館のSNSの利用上の相違点 

 

（２）日本 
国立文化財機構における四つの博物館と森美術館

が共通して利用しているTwitterを対象として2019

年 10月から12月までの3ヶ月間の投稿を分析した。 

 
図5 日本対象5館のTwitter投稿は内容による分類 

 
図6 日本対象5館のTwitter投稿は目的による分類 

5館の投稿は同様に主な内容は「展覧」、「通知」と

「催し物」で、目的は「お知らせ」と「広報」である。

東京国立博物館と森美術館の対象者は海外向けの内

容がある以外、他3館は主に日本国内向けである。投



 
学位論文梗概集 2020 

稿の主な提供方法はテキスト、写真とホームページへ

のリンクである。コメントはどちらでも少ない。 

表9 日本対象4館のTwitter投稿の特徴と比較 

 
 日中の博物館におけるSNSの利用について比較す

ると、中国は「展覧」と「催し物」以外、「コレクシ

ョン」の発信が多い、特に「知識共有」を目的とし

た平明な言葉で解説されるものが多い。日本は「展

覧」と「催し物」以外、「通知」の発信が多い、「お

知らせ」を目的としての情報発信の割合が高く、ニ

ュース速報のようにSNSを利用している。その原因

はSNSでの発信の主目的が来館招致であることによ

ると考えられる。 

表10 日中の対象博物館はSNSの利用についての比較 

 

5．アンケート調査 

中国の博物館におけるインターネットを利用した

情報伝達のコンテンツの普及度とそれぞれのコンテ

ンツへの認識度を明らかにするため、「問巻星」とい

うオンライン調査サイトでアンケート調査を行った。 

普段は博物館の情報を得るため使う手段では、パノ

ラマ展示、バーチャルミュージアムを利用する人が一

番多く、次いでに、ウィーチャット、ホームページと

ウェイボーになる。バーチャルミュージアムの人気と

必要性が見られる。 

 

 

図7 普段博物館の情報を得るため使う手段 

 
図8 博物館に関してよく注目されている情報 

博物館に関してよく注目されている情報に関して

は、「コレクションに関する解説や歴史」、「来館案内」

と「常設展、特別展などの展覧情報」、「講座、体験

コースなど教育に関する情報」が上位 4 位になって

いる。来館案内以外の内容はウェイボーとウィーチ

ャットにおける主な投稿内容「コレクション」、「展

覧」と「催し物」と同様である。来館案内はホーム

ページやウィーチャットの提供サービスにもある。

中国における博物館のインターネット情報伝達の目

的は必要な情報の提供にあることを明らかにした。  

年齢と職業によって結果を分析すると、インター

ネットで知識共有の内容が豊富になり、バーチャル

ミュージアムが実現できても、博物館に行きたい人

あるいは博物館とインターネットを合わせて鑑賞し

たい人の割合が圧倒的に高いことがどのような対象

においても確認される。インターネットだけの鑑賞

に満足できる人は限定的である。 
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図9 年齢による分析 

 
図10 職業による分析 

以上のように、中国では、博物館におけるインタ

ーネットを利用した情報伝達のコンテンツの普及度

は高く、ホームページ、ウェイボーとウィーチャッ

トの利用率が高い。特にバーチャルミュージアムは

多くの人々に好まれている。博物館の鑑賞方法に関

しては、インターネットと博物館を合わせて鑑賞し、

また博物館での鑑賞を補足するためにインターネッ

トの情報を利用する場合が多いことが確認された。 

 

6．結論 

日中の博物館は積極的ホームページと SNS を利用

して情報伝達をしており、博物館の情報伝達として

高い効果が得られる。 

日中のホームページで提供する項目とその内容の

分析により、両国のホームページは比較的に類似し

た内容を提供している。日本ではバーチャルミュー

ジアムの構築が進んでいない一方、中国では提供さ

れる言語が限られていることが、双方が解決すべき

課題と考えられる。SNS の利用に関しては、中国の

対象博物館はウィボーとウィーチャットを利用し、

投稿はコレクションと展覧関連の広報や知識共有が

多く、博物館の基本業務に直接関係の少ない季節柄

の情報や文創など日常に近い内容も多い。SNS の伝

達が速く、また対象範囲が広い特徴を利用して、博

物館を広報しながら、教育効果を目的としたコンテ

ンツも多く、日常目線の内容で交流しやすい仮想空

間と機会を構築している。日本の対象博物館は

Twitterを主なSNSとして利用している。国立でも、

民間でも、伝達内容と目的はほぼ同様で、展覧、催

し物と通知を広報、お知らせするのが主目的で、SNS

はニュースの速報性を目的として利用されている。 

日中の博物館は相互に参考すべきところがあると

考えられる。ホームページに関しては、中国はより

多くの収蔵品を民衆に展示するために、コレクショ

ンのデジタル化を高める必要がある、日本のデジタ

ル化は展覧のバーチャルミュージアムの構築に積極

的になるべきである。展示中の展覧だけでなく、過

去の展覧を、バーチャルミュージアムによりインタ

ーネットで展覧が鑑賞できるのは優れた点である。 

SNS に関しては、日本の博物館はお知らせや広報

内容のほか、知識共有や基本業務以外の内容を増や

すことができれば、伝達内容が豊富になり、より広

い範囲の人の関心を高められる可能性がある。また、

中国のウィーチャットと似ている Line での情報伝

達の充実も必要である。中国の博物館は海外への影

響力を高めるため、ホームページでの提供する言語

を充実し、海外向けにも SNS の利用を検討すべきで

ある。 
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